
　【生産者登録要件等】

28本 葉色4.3を維持

25本 葉色４

穂揃い期 成熟期

10本 葉色4.2～4.5 穂数 18本

　【流通基準】 14本

□検査等級　１等
□化学合成農薬の使用成分回数　12成分以内

幼穂形成期7/12～16 出穂8/2～5 成熟9/18～21

目的

中干し・溝掘り 間断かん水 飽水管理 出穂期から20日間湛水 落水

月

○病害虫・雑草防除体系 地域慣行を基本に、化学合成農薬の成分使用回数を12以内とする。 ※除草剤は４成分程度で効果的に組合せる。

○「富富富」施肥基準 （kg/10a）

富富富専用全量基肥肥料
25～28

基肥５５５ 斑点米カメムシ多発地区のみ

１回目 ２回目
7 10

※中干しがシッカリできないほ場は、基肥量を最低量とする。 ※

※全層施用する場合は、基肥５５５を32kg／10ａ以内で施用する。
※穂肥１回目は幼穂形成期７日後(幼穂長1.5～２cm)
   ２回目は１回目の７日後に施用する。
※土壌が深く生育量が大きいほ場は分施栽培とする。 当日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

○収量構成要素の目安

※　前年異品種作付け圃場

　　ラインの清掃を徹底

□米袋やフレコンは品種毎に区分管理

【適切な調整作業】

□仕上玄米水分14.5～15%

□1.9mm幅ふるいで選別

   色彩選別機を活用

【清掃・区分出荷】

□品種毎にコンバインや乾燥調製

【中干し後ほ場巡回】

□雑草の発生を

　確認し、除草対策

基
本
防
除

苗箱施薬　３成分

□１日目
の浸種
温度
12～１3
℃

※畦畔際水稲および畦畔

７月

８月

根の活力維持

   栽培者は、登録を取り消される場合があります。

□育苗作業中も品種ラベルを貼付

□作付ほ場に「富富富」栽培ほ場の立札を設置

□乾燥調製ラインにも品種ラベルを貼付

※栽培マニュアルを逸脱し、タンパク質含有率が6.4％以上の

18～21
分施

追肥３号

ｲｿﾁｱﾆﾙ・ﾍﾟﾝﾌﾙﾌｪﾝ
※播種時（覆土前）～移植当日

【品種名の表示】

溝掘り(田植後1か月)

幼穂形成期

□播種4/26～5/3 □田植5/15～20

３～４本/株 

種子消毒

中干し開始時期(田植後25日)

最高分げつ期

□播種か
ら田植え
まで19日
以内

□富山県内に在住で、かつ、富山県内で農業を営んでいる
□「富富富」のブランド化に向けて、良食味・高品質生産を意欲的に行う

□栽培マニュアルを厳守する
□流通基準に基づく区分出荷・販売に同意する
□収穫物は区分管理し、検査を受けて出荷する
□生産技術向上のため、地域協議会に参加する

田植後日数

内は、成分名を示す。

ジノテフラン　　　　※収穫７日前まで

雑草多発圃場

一発処理剤

ボデーガードプロ１㌔粒剤 ２成分

ボデーガードプロ１㌔粒剤
540kg

　　　㎡　　当　　り　　穂　　数

項　　　目

一発処理剤

温湯消毒

土力源
100

基　　肥（側条施用）

カビが心配な場合のみ
播種から緑化期
ﾅｴﾌｧｲﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ
ﾋﾟｶﾙﾌﾞﾄﾗｿﾞｸｽ

８月

ルーチンブライト箱粒剤

イナゴ類防除　１成分 本田防除　1成分

ｲﾌﾟｺﾅｿﾞｰﾙ

種子消毒　０成分(１成分)

催芽時の食酢処理
穂揃期　：　斑点米ｶﾒﾑｼ、ｳﾝｶ

エトフェンプロックス

５月

雑
草
防
除

380本
　　　１　　穂　　着　　粒　　数 79粒

土づくり

（田植同時散布可）

穂　肥

－
肥効調節型

肥量

　　　収　量　　（　1　0　a　当　り　）

　　　千　　　粒　　　重 22.3g

300百粒
　　　登　　熟　　歩　　合 80%
　　　㎡　　当　　り　　籾　　数

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ
スタークル粉剤DLｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ トレボン粉剤DL

体系処理

６月下旬　：　イナゴ類

（６条程）　３～４kg/10a50g/箱

ボデーガードプロジャンボ ２成分

漏生対策

６月４月

もしくは

育苗（１成分）

除　草　剤　利　用　ス　テ　ー　ジ　　　（　使　用　日　数　）

２成分

１成分

２成分

２成分

９月５月

健苗育成 活着と分げつの促進

４月 ６月 ７月

根をより深く張らせる 適期刈取稲体の健全化

育苗期生育区分

田植え後25日落水

水
管
理

方
法

深
水 浅　水

　　令和5年産 「富富富」栽培こよみ

□植付本数

70株/坪以上

【収穫時期の判断】

□適期収穫に努める

　籾黄化率80%を目安に収穫を開始し90％で終える

　　（出穂後の積算気温1,050℃から開始）

□栽植密度

※コシヒカリより青籾が残りやすい

※成熟期までに収穫を終え､胴割米を抑制

【異品種混入の防止対策】

穂ばらみ期活着期 有効分げつ期 無効分げつ期 幼穂形成期

稲体の活力向上

収穫

□補植は行わない

□にチェックし確認しながら栽培管理を実施しましょう。

２成分

もしくはボデーガードプロジャンボ

育苗期間

周辺の早生刈取後：スタークル粉剤DL

※収穫７日前まで　３kg/10aﾃｸﾘｰﾄﾞＣﾌﾛｱﾌﾞﾙ

登熟期

　かねつぐ１㌔粒剤 ２成分

ボデーガードプロ１㌔粒剤ﾏｰｼｪｯﾄ1㌔粒剤 １成分

残草対策

１成分

 １成分

 ２成分

ワイドショット1㌔粒剤

アトトリ1㌔粒剤

テッケンジャンボ

トドメ1㌔粒剤

バサグラン粒剤

トドメﾊﾞｽMＦ液剤

２成分

1成分アトトリ１㌔粒剤

中干し後

ワイドショット1㌔粒剤 ２成分 ヒエクリーン 1成分

コ
シ
ヒ
カ
リ

富
富
富

富富富 コシヒカリ

氷見市「富富富」ブランド化推進協議会

使用成分数を考慮し散布

発生雑草に応じ散布

実行したことから□にﾁｪｯｸをしましょ


